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北
秋
田
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
等
策
定

委
員
会
が
、10
月
23
日
、中
央
公
民
館
で
開

か
れ
、市
の
文
化
財
調
査
と
保
存
・
活
用
を

め
ざ
す
基
本
構
想
策
定
に
向
け
た
方
針
等

を
協
議
し
ま
し
た
。�

　
委
員
会
は
、文
化
庁
の「
文
化
財
総
合
的

把
握
モ
デ
ル
事
業
」の
選
定
を
受
け
、文
化

財
を
保
護
、活
用
す
る
方
向
性
や
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
北
秋
田
市

の「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」を
策
定
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。�

　
委
員
に
は
、国
学
院
大
学
の
小
林
達
雄

名
誉
教
授
ほ
か
13
人
の
有
識
者
お
よ
び
行

政
関
係
者
が
委
嘱
さ
れ
、第
１
回
の
委
員

会
が
開
か
れ
て
、委
員
長
に
元
秋
田
県
立

博
物
館
長
の
冨
樫
泰
時
氏
、副
委
員
長
に

北
秋
田
市
文
化
財
保
護
団
体
連
絡
協
議
会

長
の
鈴
木
健
次
郎
氏
を
選
出
し
て
協
議
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
冨
樫
委
員
長
は
、協
議
に
先
立
ち「
合
併

に
伴
い
、北
秋
田
市
と
し
て
の
文
化
財
を

整
理
す
る
よ
い
機
会
に
な
る
。市
内
に
は

マ
タ
ギ
文
化
な
ど
特
色
あ
る
文
化
財
が
豊

富
に
あ
る
。い
ろ
い
ろ
な
文
化
財
を
リ
ン

ク
さ
せ
な
が
ら
北
秋
田
市
が
元
気
に
な
る

よ
う
な
計
画
に
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。�

　
市
担
当
か
ら
の
現
況
説
明
の
あ
と
、委

員
か
ら
は
、「
悉
皆
調
査
す
る
に
は
時
間
が

な
い
。地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
づ
く

り
を
め
ざ
す
モ
デ
ル
を
限
定
し
て
は
」、「
文

化
財
を
活
用
す
る
目
的
を
明
確
に
し
、調

査
の
枠
組
み
を
定
め
て
調
査
を
す
す
め
る

べ
き
」な
ど
と
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
各
地
区
に
ご
と
に
４
名
の
文

化
財
調
査
員
を
委
嘱
し
て
調
査
を
実
施
し

な
が
ら
、年
３
回
委
員
会
を
開
い
て
、平
成

23
年
２
月
ま
で
に
基
本
構
想
を
策
定
す
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
た
。�

　
現
在
、北
秋
田
市
の
指
定
文
化
財
は
、七
日

市
の
長
岐
邸
ほ
か
69
件
、県
指
定
文
化
財

は
、綴
子
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
像
ほ
か
９

件
、国
指
定
・
登
録
文
化
財
は
、本
城
の
金

家
住
宅
の
各
建
築
物
等
11
件
が
あ
り
ま
す
。 �

▲文化財を保護、活用する方向性や課題を話し
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�

　
当
市
ゆ
か
り
の
直
木
賞
作
家
を
偲
ぶ「
渡

邊
喜
恵
子
氏
を
語
る
会
」が
、10
月
24
日
に

市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、親
交
の
あ
っ

た
人
約
１
０
０
人
が
参
加
し
て
、渡
邊
さ

ん
の
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。�

　
渡
邊
さ
ん
は
、大
正
３
年
檜
内
村（
現
大

仙
市
）生
ま
れ
。２
歳
の
と
き
に
父
の
仕
事

の
関
係
で
旧
鷹
巣
町
に
転
居
し
、能
代
高

等
女
学
校
ま
で
過
ご
し
ま
し
た
。昭
和
34

年
に「
馬
渕
川
」で
直
木
賞
を
受
賞
。主
な

作
品
は「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」や「
万
灯
火
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。平
成
９
年
に
脳
梗
塞

の
た
め
83
歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、執
筆
活
動
の
ほ
か
、ふ
る
さ
と「
鷹

巣
」と
深
く
か
か
わ
っ
た
活
動
も
し
て
お

り
、平
成
元
年
に
は
、お
年
寄
り
が
子
供
た

ち
に
昔
の
遊
び
や
生
活
を
伝
え
る
場
に
し

て
ほ
し
い
と「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
館
」

の
建
設
基
金
を
旧
鷹
巣
町
に
寄
附
し
、建

設
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。�

　
み
ち
の
く
子
ど
も
風
土
記
の
会
、鷹
巣

女
性
史
研
究
会
の
中
嶋
喜
代
会
長
は「
渡

邊
先
生
は
、こ
よ
な
く
鷹
巣
を
愛
し
、た
く

ま
し
く
生
き
る
女
性
の
姿
を
あ
り
の
ま
ま

に
表
現
し
た
。郷
土
の
誇
り
で
心
か
ら
尊

敬
し
敬
意
を
表
し
て
い
る
。ふ
る
さ
と
に

残
し
た
文
学
の
灯
を
消
さ
な
い
よ
う
受
け

継
い
で
い
き
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。続

い
て
三
澤
仁
教
育
長
、「
み
ち
の
く
子
供
風

土
記
の
会
」九
島
武
雄
前
会
長
が
そ
れ
ぞ

れ
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、文
芸
評
論
家
で
元
秋
田
経
済
法

科
大
学
学
長
の
井
上
隆
明
氏
が「
風
土
と

い
の
ち
〜
鷹
巣
盆
地
と
渡
邊
喜
恵
子
文
学
」

と
題
し
講
演
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
、会
食
し
な
が
ら
鷹
巣
在
住

時
の
友
人
や
知
人
が
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ

で
、渡
邊
さ
ん
と
の
思
い
出
を
語
り
、在
り

し
日
の
活
躍
ぶ
り
や
文
学
に
対
し
て
の
情

熱
を
参
加
者
に
紹
介
し
た
ほ
か
、鷹
巣
マ

ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
演
奏
や
あ
か
し
や
合

唱
団
に
よ
る
合
唱
、鷹
巣
吟
遊
会
の
詩
吟

な
ど
を
楽
し
み
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。�

▲思い出話などで渡邊さんを偲んだ語る会

　　　　　　　　　　（24日、市交流センター）
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日景真紀子さん総務大臣表彰受賞／市長日誌�

　
行
政
相
談
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い

る
日
景
真
紀
子
さ
ん（
森
吉
地
区
）に
、長

年
に
わ
た
る
活
動
が
認
め
ら
れ
、10
月
15

日
、東
京
都
内
で
総
務
大
臣
か
ら
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。�

　
日
景
さ
ん
は
、平
成
元
年
に
委
嘱
を
受

け
て
以
来
、20
年
も
の
長
い
期
間
に
わ
た

り
、地
域
住
民
の
方
か
ら
行
政
に
対
す
る

様
々
な
相
談
を
受
け
る
と
と
も
に
、国
民

と
、関
係
す
る
行
政
機
関
と
を
つ
な
ぐ
役

割
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
行
政
相
談
委
員
は
、総
務
大
臣
が
民
間

の
有
識
者
の
中
か
ら
委
嘱
し
、国
の
行
政

機
関
や
特
殊
法
人
・
独
立
行
政
法
人
な
ど

の
仕
事
に
つ
い
て
、苦
情
や
意
見
、要
望
な

ど
を
受
け
付
け
、総
務
省
秋
田
行
政
評
価

事
務
所
な
ど
の
機
関
と
協
力
し
て
、公
正
・

中
立
な
立
場
か
ら
そ
の
解
決
や
実
現
を
図

る
た
め
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、道

路
、年
金
、福
祉
な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
困
り
事
や
、ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ

い
分
か
ら
な
い
問
題
に
つ
い
て
も
、関
係

す
る
行
政
機
関
と
連
携
し
、改
善
に
向
け

た
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、北
秋
田
市
で
は
各
地
区
を
担
当

す
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、次
の
４
名

の
方
が
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、随
時
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
に
応
じ
な
が
ら
、国
の
行
政

に
関
係
す
る
様
々
な
問
題
の
改
善
に
努
め

て
い
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、相
談
者
の
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。�
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▲総務大臣表彰を受けた日景行政相談委員

　　　　　　　　（写真右、都内の表彰会場で）
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◇
10
月
16
日
〜
31
日

市
長
日
誌

▲鷹巣中50周年記念式典で（10/25）

16
日（
木
）▽
北
秋
田
市
社
会
福
祉
大
会
に
出
席（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）�

17
日（
金
）▽
第
１
５
３
回
東
北
市
長
会
役
員
会
な
ら
び
に
総
会
に
出
席（
横
手

市
）�

18
日（
土
）▽
浜
辺
の
歌
音
楽
館
開
館
20
周
年
記
念
講
演
に
出
席（
森
吉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）▽
第
22
回
も
り
よ
し
合
唱
祭
に
出
席（
森
吉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）�

20
日（
月
）▽
北
秋
田
市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
に
出
席（
中
央
公
民
館
）▽
県
市

長
会
長
な
ら
び
に
県
町
村
会
長
に
対
し
県
と
北
秋
田
市
な
ら
び
に
仙
北

市
の
三
者
で
秋
田
内
陸
線
に
か
か
る
支
援
要
請
書
を
提
出（
県
市
町
村

会
館
）�

21
日（
火
）▽
北
秋
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
森
吉
支
部
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
出

席（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）�

22
日（
水
）▽
㈱
ク
ラ
ウ
ン
精
密
工
業
秋
田
工
場
熱
処
理
工
場
竣
工
式
お
よ
び
祝

賀
会
に
出
席（
大
野
台
工
業
団
地
同
社
敷
地
）�

24
日（
金
）▽
市
町
村
の
自
立
促
進
に
向
け
た
会
議
に
出
席（
県
庁
）�

25
日（
土
）▽
第
３
回
北
秋
田
市
産
業
祭
開

会
式
・
表
彰
式
に
出
席（
鷹
巣
体
育
館
）

▽
鷹
巣
中
学
校
創
立
50
周
年
記
念

式
典
に
出
席（
鷹
巣
中
学
校
体
育
館
）�

30
日（
木
）▽
新
病
院
用
務
の
た
め
青
森
市

を
訪
問（
青
森
市
）�

31
日（
金
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院

組
合
正
副
管
理
者
会
議
に
出
席（
米

内
沢
病
院
）�

�


